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私
た
ち
は
、
前
回
の
知
事

選
前
に

「平
和
を
発
信
す
る

兵
庫
県
政
に
」
と
訴
え
ま
し

た
Ｇ
ウ
ィ
ー
ラ
ブ
兵
庫
』
／

０８
年
２
月
発
行
）。
米
国
が

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
重
点

に
軍
事
力
の
再
編
強
化
を
す

す
め
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
高

め
て
い
る
中
、
日
本
海
と
太

平
洋
と
に
接
し
、
ア
ジ
ア
に

隣
接
す
る
兵
庫
県
が

「平
和

発
信
基
地
」
と
な
る
こ
と
を 輝

く
県
政
ヘ

ロ
原
水
爆
禁
止
昇
庫
県
協
議
会
事
務
局
長
　
牌
Ψ
木
梅
惨
山
叉

自
治
体
の
平
和
力
の
出
番

打
ち
出
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
広
島
市
は
被
爆
七
十
年
の

節
目
に
当
た
る
二
〇
一
五
年

に
、
核
拡
散
防
止
条
約

（Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
の
広
島

開
催
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

長
崎
市
と
と
も
に
主
導
す
る

平
和
市
長
会
議
は
、
「核
兵
器

禁
止
条
約
の
早
期
実
現
」
を

要
求
し
て
政
府
と
国
連
へ
の

要
請
、
世
界
の
加
盟
都
市
で

の
原
爆
展
、
市
民
署
名
活
動

な
ど
に
取
り
組
み
、
自
治
体

が
平
和
構
築
の
任
を
担
う
構

え
を
見
せ
て
い
ま
す
。

全
国
の
姉
妹
都
市
・ヽ
友
好

都
市
は
、
第
二
次
大
戦
に
よ

る
荒
廃
を
体
験
し
、
国
境
を

越
え
た
市
民
間
の
交
流
で
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
世

界
平
和
に
寄
与
す
る
、
と
の

目
標
で
始
ま
り
ま
し
た
。
外

交
は
国
の
専
管
事
項
で
は
な

く
、
地
方
自
治
体
も
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
で
す
。

兵
庫
県
も

「関
西
広
域
連

合
」
な
ら
ぬ

「関
西
平
和
地

域
連
合
」
を
提
唱
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

関
西
六
府
県
三
百
四
自
治

体
で
平
和
市
長
会
議
へ
は
百

五
十
九
自
治
体
が
加
盟
し
て

ぃ
ま
す
（８０
。３
晰
／
府
県
は

市
長
会
議
の
対
象
外
）。
非

核
宣
言
は
さ
ら
に
百
八
十
九

自
治
体

（９２
ｏ６
晰
）。
残
す

は
、
わ
ず
か
十
五
自
治
体
だ

け
。
全
自
治
体
が
非
核
宣
言

を
行
っ
た
「平
和
地
域
連
合
」

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
非
核
・

平
和
の
東
ア
ジ
ア
づ
く
り
の

役
割
を
果
た
す
の
で
す
。

兵
庫
県
は

「北
東
ア
ジ
ア

地
域
自
治
体
連
合
」
に
加
わ

っ
て
い
ま
す
。

六
カ
国
（中
国
、
日
本
、
モ

ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
ロ

シ
ア
）、七
十
自
治
体
が
加
盟

す
る
同
連
合
は
、
「互
恵
・平

等
の
精
神
に
基
づ
い
て
…
全

て
の
自
治
体
の
交
流
協
力
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
Ｌ
世

界
平
和
に
寄
与
す
る
」
と
の

目
的
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の

「連
合
」
の
機
能
を

高
め
る
た
め
に
も
、
県
段
階

で
唯
一
非
核
宣
言
を
し
て
い

な
い
兵
庫
県
が
変
わ
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

「平
和

地
域
連
合
」
で
、
経
済
、
教

育
、
文
化
ｏ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

多
面
的
な
自
治
体
外
交
を
展

開
す
る
の
で
す
。

こ
の
憲
法
県
政
は
、
非
核

「神
戸
方
式
」
と
い
う
世
界

が
賞
賛
す
る

「平
和
発
信
」

の
好
例
も
加
わ
っ
て
、
緊
張

が
つ
づ
く
北
東
ア
ジ
ア
と
日

本
の
非
核
・
平
和
づ
く
り
を

間
違
い
な
く
前
進
さ
せ
る
力


